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オルフ（Carl Orff, 1895-1982）の弟子グニルド・ケートマン（Gunild Keetman, 1904-1990）を
伴って来日、音楽教育関係者の注目を集めた。
　同年、ISME（International Society for Music Education）東京大会が開かれ、当時の会長
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